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を
支
拂
ふ
を
僻
せ
ざ
j
き
0
殊
に
米 

國
は
同
國
大
藏
卿
の
計
餘
に
據
る
に
、
.千
九
}

21

十
：九
年 

ブ
パ1

日
を
以
て
滿
期
ご
爲
る
可
き
九
千
腐
硫
.の
債
務 

を
爽
國
に
脅
ひ
た
る
が
"
其
大
部
分
は
宽
蘭
銀
行
が
- 

r

ォ
，タ
タ
フ」

に
開
設
し
た
る
正
*
货
準
備
預
託
所
に
對 

し
、
金
貨
の
形
態
を
以
て/

V

又
英
國
に
輸
送
せ
ら
れ
た 

る
愈
料
品
マ
商
品
、
®
需
品
の
形
態
を
以
，て
ま
拂
は
れ 

^
6
^
0他
の
諧
國
に
就
て
は
支
®
を
得
る
こ
ご
稍
や
困 

難
に
し
て
、
殊
に
露
®
亜
に
就
て
は
、
輸
出
贸
易
停
廢 

の
爲
め
"
商
人
の
送
金
を
不
能
な
ら
し
め
、
•結
同
國
債

の
利
子
を
支
拂
ひ
"
.又
®
霜
品
の
金
を
決
濟
す
る

#
 

め
-
"

偷
敦
市
場
に
於
て
資
金
を
借
'入
る 
>
の
必
要
接 

せ
し
め
ね-=NO

南
‘亞
米
利
加
に
：於
て
は
> r

方
に
新
に
公
債
を
外
國 

に
慕
集
す
る
こW

不
可
能
マJ

爲

他

の

1

方
に
外
國 

ょ
ら
债
播
を
同
收
せ
ら
れ
た
る
爲：

め
^
,鶴
濟S

會
^
破 

線
を
暴
露
し
、.又
利
子
め
支
柳
を
愈
る
者
を
生
じ
た
る 

が
、
其
後
歐
洲
に
於
て
高
僧
を
以
て
ゾ
食
料
品
妝
k
他
：
 

の
塵
物
を
鶴
：要
す
る
結
果 

> 
南

米

の

：地

位

自

ら

復

舊

し 

他
に
資
金
を
融
通
ず
る
め
條
裕
を
生
す
る
‘に
沒
れ
i
o 

然
れ
と
も
之
を
全
局
ょ
ム
見
る
に
ぅ
英
國
の
資
本
家
が 

互
額
の
資
金
を
.囘
收
し
お
る
，對
手
國
は
即
も<2

衆
國
に 

外
な
ら
す
0
英
國
が
：米
.國
ょ
タ
賈
入
れ
た
‘る

振

料

品

，製 

造
品
は
英
國
貨
物
の
賣
却
高
に
比
：較
し
て
、
甚
だ
多
く 

爲

替

相

場

は

常

に

英

國

に

敏

ぱ

な

-
^
，>

旣

往

六

筒

月

間 

期
限
の
到
來
せ
る
t
t激
の
间
收
を
以
て
し
て
、
お
は
相 

場
の
平
準
謝
以
下
に
.低
落
す
る
を
.防
.业
す
る
能
は
.

ざP
 

き
0
莊
に
於
て
か
？
貸
付
金
の
间
收
に
加
ふ
る
に
、
触

軒

d

宵
線
武
市
場
の
.狀
傭
极
奮
す
る
k

隨

：ひ

"

同

地

に

向

う
 

て

有

價

，載

券

を

賣

却

す

'る
の
手
段
に
出
で
た
ら
0
始
め 

統

育

に

於

て

’
外

國

ょ

A
来
る
賣
物
は
主
し
て
獨
填 

兩
國
民
の
所
有
に
.係
る
も
の〜

如
く 

&
現
に
爲
眷
相
® 

の
如
き
、
恭
國
に
對
し
て
逆
ご
爲
る
に
先
だ
ち
て
獨
換 

兩
國
に
對
し
て
*̂
逆
マ
し
爲
れ
然
る
に
本
年
に
入

 々

て
新
聞
紙
は
、
英
國
の
龍
券
所
有
者
が
.徐
々
®
芬
の
賣 

却
を
行
ふ
こV」.

を
報
道
し
、
而
し
て
其
説
.
は
主
ご
し 

て
米
國
の
鐵
道
，並
にH

業

會

社

の

株

式

に

し

て

"

他

の 

蛛
武
も
亦
所
有
激
に
變
動
を
生
す
る
も
のW

せ
ら
れ
た 

例
へ
ぱ
獨
填
兩
國
の
公
償
の
如
き
、
英
國
人
が
之 

を
所
府
す
る
も
戦
银
中
利
子
の
变
挪
を
受
く
.る
他
は
ざ 

る
が
故
に
*
自
ら
米
國
に
送
付
せ
ら
れ
た
る
が
如
く
"
* 

「

ア
ル
ゼ
ン
チ
I
ン
.

」

の
株
武
も
亦
米
國
に
賣
却
せ
ら
れ 

か
o
'但
じ
t

め
證
券
の
®
.路

は

ま

®

に

於

て

制

限 

i

が
.故
^

重
に
賣
却
ぞ
ら
れ
だ
る
は
米
國
办
攀 

に

じ

て

，

始

'め

は

高

價

を

以

.て
取
引
せ
ら
れ
> 
其
代
金 

^
亦
有
刹
な
る
#
替
相
場
を
以
て
r
米
國
；

倫
孰
に

向
つ
て
決
濟
せ
ら
れ
た
、

有

價

賺

券

の

移

動

V
J

相

關

聯

し

て

、

！
の

注

意

を

：柴
 

す

る

は
 

>
,

偷

敦

株

式

取

引

所

が

本

年

1

月

其

取

引

を

辟
 

開

す

る

に

當

ゲ

、

外

國

ょ

-

^

有

慎

！̂

券

を

資

入

る

こ
V

J

 

に

就

て
*

制

限

を

加

べ

た

る

の

事

實

是

れ

な

ぅ

0

即

ち
' 

如

何

な

る

有

價
®

芬

ビ

雖

も

、

咋

年

九

.月

以

後

英

國

內
 

に

現

實

に

存
f

f
i

し

^

戰

爭

破

裂

後

敵

國

の

所

有

に

歸

せ
 

ざ

も

し
#

實

が

銀

行
-

仲

買

人

"

其

他

責

任

お

る

人

に
 

依

て

證

明

せ

ら

れ

、ざ

れ

ば

、

取

引

所

の

取

引

に

付

せ

ら
 

れ

す

、

又

無

記

名
®

芬
"

白

紙

裏

書

能

券

は

十

月

！
日 

以

前

め
0

村

を

有

す

る

政

庶

の

瞪

印

わ

-

^

"

直

つ

前

段
 

同

樣

の

證

明

わ

る

，に

非

ざ

れ

ば

、

取

引

に

付

せ

ら

ざ

れ

，
 

る
ご
ご
爲
れ
ク
。
圓
ょ

-
4

来

國

の

資

本

家

が

機

會

に
 

乘

じ

て

？

外

國

ょ

-
o

^

貸

付

金を
！
；

收

す

る

に

努

力

す

る
 

‘
以

上

は
>

時

に

金

融

市

場

の

人

爲

的

緩

慢

に

依

て

、

多
 

少

の

除

外

例

が

-

^

,

&

ず

る

も

V

:

尙

は

新

取

引

の

は

る
 

,

>

を

拒

否

じ

ね

る

は

論

を

俟

ね

す

み
' 

資

金

の

調

達

を

希

冗
九
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第

九

愈

.
'

(

l

o

1
,

八

)

.，

：
，
雜

錄

.歐

糊

戦

爭

と

典

國

對

外

放

資

.

第

九

網

六
0

鎮
す
る
者
は
偷
敦
に
於
て
"
ま
救
を
開
始
又
自

.論

I

ぅ
0

左
化
揭ぐ

る
：：！

表
を
M

る
も
タ

昨
年
八
月
以
来
®
 

息
#
に
對
す
る
應
慕
を
勸
誘
し
た
る
こ
ざ
な
き
に
葬
す
民
地
並
に
外
國
に
對
し
て
行
は
れ
.
^
る
資
金
の
應
慕
の 

ぱ
雖
も
？
之
を
成
效
せ
し
む
る
に
要
す
る
條
件
は
甚
だ
著
し
；̂
減
少
し
た
る
こ
ご
を
知
る
に
離
.か
ら
す
0 

.

骨
酷
に
し
て
、
自
ら
此
，，種
の
針
晝
を
中
此
せ
し
め
た
™

，
英

國
屬
賊
並
に
諧
外
國
の
爲
め

-、
に
、
英
國
に
於
て
行
は
れ
れ
る
資
本
應
慕
高

I
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回 

月 

110

五
0
七
®
九
ニ
1
0 

(註
"
！
)

‘

佛
國
大
蔵
货
賺
然！

千
萬
德
か
除
外
す
0 

(

註
、1

C

露
國
大
麟
當
識
缴
九
fM

五
十IS

檢
除
外
す
®

^
近
時
內
外
に
對
す
る
資
本
放
下
額
の
減
少
し
た
る
に 

就
て
は
、
資
本
放
下
に
關
し
て
'、
大
蔵
省
め
于
淡
の
加 

へ
ら
る
/
こ̂>J

を
記
臆
せ
ざ
る
可
か
ら
や
0
蓋
し
大
藏 

灌
は
本
年】

月
十
七
日
布
告
を
發
し
、
株
武
収
引
所
に 

於
て
"
新
に
證
券
の
取
引
の
行
は
る
、
ど
き
に
は
"
其 

行
は
る
、
以
前
に
大
蔵
省
の
許
可
を
受
く
る
こ
マJ

を
要 

レ

，
而
し
て
殖
民
地
企
業
に
關
す
る
證
券
は
絕
對
の
必 

要VJ

特
妹
の
事
情
ビ
徘
ぅ
に
非
ざ
れ
ぱ
、
許
可
せ
ら
れ 

t

大
英
带
國
以
外
の
企
業
に
■
す

る

®

券

は

取

引

を 

許
可
せ
ら
れ
や
Q
又
大
蔵
省
證
芬
其
他
®
湖

®

#

の

偕 

換
に
就
て
必
要
な
る
發
行
に
對
し
て
は
"
普
通
之
を
拒 

否
せ
ざ
る
こ
ご〜

し
れ
-

C
N
9

是
等
の
规
楚
は
金
融
市
場 

の
人
爲
的
緩
慢
に
臨
ん
で
行
は
れ
ん
を
し
れ
る
證
券
の 

發
行
を
抑
制
し
れ
る
や
論
を
俟
だ
す
0
唯
"1

ニ
の
場 

<

&
殊

中

央

「

ァ
ク
ゼ
ン
チ
ー
ン」

鐵
道
め
®
缀
發
行

想

九

お(
一

0 !

九)

雜
錄
欧
洲
戰
爭
と
英
國
對
外
放
黃

I

 

•
九

七

五

®

0

O

O

五
*

!  

ニ
六
1
1
0
0 

四
®四
A 
ニ
。九
ニ10

に
就
て

"
如
上
め
制
限
の
緩
和
せ
ら
れ
た
る
は
興
味

-̂ 

る

事

實

な

す

可

し0

外
國
放
資
の
间
收
並
に
新
瞪
券
發
行
の
停

.M

は
最
紙 

九
篇
月
間
英
國
餅
外
放
資
の
狀
態
；̂

起
れ
る
間
題
の
半 

面
に
過
ぎ
す>
.
他
の
：

1

面
に
於
て
、
其
國
政
俯
は
聯 

請
國
並
に
殖
民
地
に
厨
し
て
^
財
政
上
の
援
助
を
與
へ 

^

6
.
0貸
付
金
の
確
な
る
額
は
之
を
知
る
能
は
す
ご 

雖
も

、
今
日
に
至
る
ま
で
現
に
各
.國
に
融
通
せ
ら
れ
、 

又
融
通
め
約
定
を
了
し
れ
る
も
の
大
約
4
^の̂
如
し
0

英

顿

植

民

地
 

露

西

S
i

佛

m
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S

白
：
#
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塞

耳

比

亜
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畔

u

s

o
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o

o

o
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g
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o
?
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0
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0
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0
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1
0
七
®H
O
O
O
Qa

英

領

殖

民

地

に
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す

る

四

千

五

商

萬

®

の

貸

付

金

は

第

九

號
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歐
洲
戦
争
と
奨
國
對
外
放
資

昨
#f

1

月
軍
事
公
債
の
收
入
に
依
て
行
は
れ
た
る
も̂ 

の
な
ら
P
,而
し
ャ
大
蔵
省
は
本
年
二
月
を
以
て
♦
後
加 

奈
僻
M

®

T百
燕
職
を
，
漆
洲
が
千
八
百
萬
碗
を
>
:
.
n '

ユ
i

ジ
ー
ラ
ン
ド
が
冗
ぜ
二
十
五
萬
硫
，を-:

南g
：

非利
 

加
が
七
ぽ
蔣
硫
を
要
す
る
こ
ご
を
計
算
し
た
露

I  

西
®
に
對
し
て
は
"
本
年
：二
月
十
五s
r
千
二
百
寓
膀 

の
®
付
金
を
爲
レ
-
外
に
同S

：
中
同
國
大
藏
省
證
券
の 

引
变
高
九
商
五
十
萬
癒
を
加
へ
て
，
，上
表
の
金
額
を
成 

す
可
く
"1

月
中
佛
蘭
西
大
藏
堪
證
券
に
も
同
額
の
發 

行
せ
ら
れ
れ
る
も
の
れ.̂
9
是
等
は
f
flに
揚
げ
た
る
資 

本
の
同
收
高
に
相
對
し
て
新
に
行
.は
れ
た
る
放
資
を
以 

て
、
自
す
可
き
も
の
ど
す0 

一
 

0

•
鼓
に
於
て
か
"1

筒
の
：問
題
ご
爲
る
はノ
開
戰
以
來
一 

行
は
れ
た
る
資
本
の
间
收
高

V
J

新
に
行
は
れ
た
る
貸
出 

高
ご
孰
れ
か
大
な
り.し
や
の
事
實
是
れ
な
も
？
思
ふ
に 

資
本
並
に
利
子
の
移
動
商
業
以
外
の
性
質
を
奄
す
る

第
九
-號

六

-ニ

住

す

る

人

民

の

外

國

人

，に

供

絶

す

る

貨

物

.並

，に

勸

勞©
. 

價

格

は

外

國

ょ

-
=
^
受

取

る

货

物

並

に

動

勞

，の

僧

格

均 

衡
を
保
つ
も4

ヒ
す
可
し
。
蓋
し】

定
期
間
内
に
受
入 

る
、
貨
物
並
に
勸
勞
の
超
過
額
は
畢
竟
短
期
の
融
通
、 

外
國
に
貸
旧
し
ね
る
資
本
に
對
す
A
利
子
の
流
入
等
を 

包
合
す
る
資
本
の
移
入
を
表
示
し
、：.又
！定
斯
間
内 

供
給
せ
ら
る
、
貨
物
波
に
動
勞
の
超
過
額
は
資
本
の
流
，
 

出
又
は
襲
に
借
入
れ
た
る
資
本
に
對
す
る
别
ず
の
流
出 

を
表
示
す
る
も
の
な
i

o
故
に
外
國
に
供
給
せ
ら
る
>
' 

貨
物
並
に
8
勢
の
價
格
>
外̂
國
か
-
受̂
入
る
、
貴
物
並 

に
動
勞
ご
の
差
額
を
知
ら
ん
か
、.自
ら1

國
に
於
け
る 

資
本
並
に
利
子
の
純
出
入
，を
推
測
す
る
を
得
べ
く
"
如
. 

何
な
る
程
度
に
於
て 

資
本
が
‘1®

R

出
入
す
る
や
の 

問
題
も
直
に
解
決
す
る
を
得
べ
き

な
A

O 

先
づ
輸
出
入
賀
易
の
統
計
に
就
て
考
ふ
る
に
、
.英
國 

の
輸
入
貿
具
額
に
は
海
運
業
保
臉
業
に
駒
し
て
英
國
K 

に
依
て
行
は
る
、
動
榮
に
歸
す
可
き
金
額
を
4
Mみ
"
.
其

金
額
ビ
を
除
外
し
て
’
託
算
す
る
ご
き
は
b
英
國
に
居
輸
出
資
悬
額
に
は
海
述
保
臉
業
に
關
し
て
？
英
國
は
に
.

斷

i

l
r

r

r

-.*C
E
.  

'
.
:
, .
.
.
.
.

/ 
...:

依
て
行
は
る
、

動
勞
に
歸
す
可
き
金
額
を
暗
け
る

も

の 

あ
-る

を

以

て

、

宜

し

く

右

の

金

額

を

輸

入

額

よ

：̂
,
除

く 

か
、
又
は
輸
出
額
に
加
へ
ざ
る
可
か
ら
す0

此
以
外
に 

外
國
屈
住
民
の
爲
め
に
行
は
る
動
勢
の
慣
格
に
し
て 

例
へ
ぱ
"
銀

行

業

者

"

保

臉

仲

介

業

者

其

他

金

融

業

者 

の
動
勞
の
如
き
"
又
印
度
事
務
借
に
對
す
る
支
拂
"
政 

府
f
f
l係
の
勒
勞
の
如
き
、：

全
然
輸
出
價
格
に
針
算
せ
£
, 

れ
ざ
る
も
の
る
ビ
典
に
、
同J

種
類
の
職
称
に
し
て
、 

英
國
の
篇
め
に
行
は
れ
"
英
國
よ
も
支
拂
を
行
は
ざ 

.る
可
か
ら
ざ
る
も
の
，̂
~
0
^
0
又
旅
行
卷
の
費
用
の
如
き 

或
は
印
度
駐
征
の
官
處
、
商
人
等
の
本
國
に
對
す
る
送 

金
の
如
き
、
商
業
上
の
性
質
を
存
せ
ざ
る
も
の
あ
ぅ0 

殊
K
貿
易
表
に
於
て
輸
出
入
品
の
價
将
査
變
に
大
な
る 

缺
點
の
存
す
る
は
著
明
の
事
實
じ

し

て

、

.
例

べ

ぱ

南

附

 

非
利
加
其
他
よ
-
輸̂
入
せ
ら
る〜

金
剛
石
は
全
然
評
價 

せ
ら
れ
す
"
又
*
船
に
し
て
、
外
'國
に
賣
却
せ
ら
る

〜

，

も

 

の
も
記
錄
せ
ら
れ
ざ
る
が
如
し
0
殊
に
咋
年
開
戰
以
来 

の
®
要
な
る
货
物
の
®
類
にし

て
-*,

輸
出
：品
.ビ
し

て

涂

外
せ
ら
る 
> 
も
の
：み
.
-
9.即
ち
貿
易
月
表
に
於
て
も
注 

意
す
る
が
如
くr

輸
出n|

中
に
は
聯
合
諧
國
の
政
府
が 

英
國
に
於
て
購
入
し
ね
る
も
の
M又
は
詣
國
政
府
の
爲
め 

に
購
入
せ
ら
れ
れ
る
も
の
を
合
むV

J

雖
も
、
英
國
政
府 

の
貯
藏
品
の
輸
送
せ
ら
れ
た
る
も
の
"
英
國
政
I
の
購 

入
し
"
而
し
て
政
府
所
属
の
船
舶
に
依
て
、
輸
送
せ
ら 

れ
た
る
も
の
は
之
を
合
ま
ざ
る

」

こ
ご
、
し
た
み9

义
化 

等
の
貨
胸
を
輸
出
品
ょ
み
除
外
す
る
も
與商
業
若
し
く

 

は

對

外

放

資

を

代

表

せ

ざ

る

の

故

を

、从

て

"
可

な

ム

：.し 

す
る
を
得
る
も
、
政
撒
の
船
舶
に
依
て
英
國
に
输
送
せ 

ら
る
、
陸
海
軍
用
品
、
英
國
陸
取
用
の
爲
め
に
ャ
外
國 

ょ

々

直

接

；
！
^

彿
蘭
西
に
陸
揚
げ
せ
£
る
、
货
物
の
如
き 

，にK

ゴ
.つ
て
は
之
を
贸
為
統
對
ょ
ク
除
外
す
る
も
、
你 

ほ

輸

入

起

、過

額

に

加

算

す

る

を
至
當
ビ
す
可
し
0
或

は
 

r

、ポ
1

レ
I

」

氏
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如

き

.は

捕

狼

し

れ

る

敵

國

の
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も
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內
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に

，對

し

て

は
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を
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を
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穀
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六
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八
ろ
八
：
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1

四
三
®九
吗
九

咋

年

八

月

ょ

り

本

.年

I
I

月

に
.ポ
ー
る
九
®

月

間

の

輸

入

I

ざ
云
ふ
可
く
、
開
戰
後1

年
間
の
入
S
银
は
三
億
五
す 

超
過
は
1
5

五
千
§

に
し
て
ゾ
平
年
に
於
け
る
超
過
萬

f

ユ
n

を
得
べ
し
。

額
の
二
倍
に
相
當
し
、
蟹
上
最
高
の
S

を
成
せ
"
 ̂\

所

謂

氣

ぎ

^
調̂
な
る
も
の
は
霞
の
統
對
.に
示
さ

る
、
入
超
額
J
タ觅

：££大

な
各
こ
：ど
を
記
憶
せ
ざ
る
可 

か
も
す<?,.

查
し
澳
働
銀
行
は
溯
戦
の
當
初
よ
.

CV

正
货
準 

備
在
外
預
能
の
制
度
を
實
行
し
.、
此

制

度

の

下

に

於

，て 

當
截
輸
入
せ
ら
る
可
き
多
額
の
金
顧
は
英
蘭
銀
行
の
勘 

定
を
以
てT

ォ
ッ
タ
フ」

並
に
南
阿
非
利
加
に
蓄
積
ザ 

&
れ
緣
洲
に
も
同
樣
蓄
積
せ
ら
れ
た
る
も
の
わ
.

CSVJ

信 

や
ら
る
0
細
育
商
業
新
聞
の
所
報
に
據
れ
ぱ
マ
咋
年
秋 

<ロ
衆
國
よ
"
=
= ̂

r
-
H

ッ，ク
フ

」

に
送
政
せ
ら
れ
る
金
は 

千gl

商

六

十

蔣

确

に

上

れ
*

CS

ビ
云
ふ

0

然

も

本

银

®

月 

末

に

於

て

は> 

貴
.収

付

の

勢

を

生

じ

て

"

爲

め

に

此 

額

を

减

じ

た

る

が

如

く

な

れ

ど

も

-
-
南

阿

に

は

此

以

上 

の
额
累
精
せ
ら
れ
れ
る
"が

如

しP
現
に
千
九
再
十
K
年 

八
月
よ
，

.Os

千
九
百
十
五
年
圓2
：：

に
至
.
る

九

筒

月

南

阿

よ 

輸
入
せ
ら
れ
た
を
金
は
商
七
十
.

一
1

蔣

五

千

硫

に

®

ぎ 

ざ
る
に
，：

千
九
百±
1!

年
よ
a

m
十
®
年
に
至
る
同
時
. 

期
に
於
て
は
"
輸
入
.額11

千

六

百
ニ
一
十
七
萬
九
千
硫

^
£ 

千

九

：百

十

I !

年
よ
.

TS

同
+

S
年
に
至
る
同
時
期
に
於
て 

は
輸
入
額1

み
千
九
百一

ム
十
七
离
六
千
癒
達
し
だ
る
こ 

激 

i

 

(

i

s

ざ

を
考
ふ
る
ご
き
.は
、
少
な
く
'ど
に
菩
積
せ
、
ら
 

於
た
ネ
★
を
.

14

千
五
，.百
离
硫
ギ
戟
算
す
る
を.得
べ
レ
。

然̂
ら
ぱa

 

★
ッ
タ
タ」

.

.南

阿

其

他

：ほ

金

货

め

.養

精

せ

ら 

れ
ね
る
爲
め
に
®
易
の
織
調
は
三
千
萬
硫
を
墙
加
し
た 

一

す

可

く

-
思̂
に
昨
年
，十
！一

月
中
露
國
ょ
り
变取

-:> 

資
易
表
に
記
綠
せ
ら
れ
ざ
る
八
W
萬
癒
を
も
加
へ
ざ
る 

一
可
か
&
す
◊
.
、

輸
入
想
過
.

し
て
更
に
加
重
す
可
は
、
芬
國
に 

輸
；送
せ
ら
れ
-
或
は
英
國
め
購
入
し
れ
る
®
- 

f
t
外
の 

I

陸

海

お

供

..給
せ
ら
れ
れ
.る
®I

B

品
の
代
®
是
れ
な 

K
y
o英
國
に
輸
送
せ
ら
れ
セ
る
堪
霜
品
ビ
雖
も
、
政
斯 

の

船

舶

之

を

蓮

送

し

•
一
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：つ

政

庶

を

荷

变

人

W

し
れ
る 

\

ざ
き
に
は
"
*
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入
貿
易
額
の
韻
計
R
上
ら
ざ
る
ご
共
じ 

パ

石
池
煙
草
の
如
き
は
、
' 輸
入
後
政
府
の
所
屬
に
歸
す
る 

域<11

に
も
、
尙tt!

輸
入
額
に
評
算
せ
ら
れ
れ
る
も
の
れ 

タ
0
報人の船舶依

-
^
A政
府
の
爲
め
に
輸
入
せ
ら 

れ
.た
.る
貨
物
に
し
て
.、
陸
海
®
官
憲
め
見
込
に
恢
タ
、 

输

入

の

内

容

：を

與

不

せ

ざ
：.0

も
.の
，̂
-
^

9鋭

！
！
、i
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